
９月２６日（木）ホテル大阪ベイタワーにて 
・講演：「ファミリー・サポート・センターで安全に活動を行うために」 
講師：㈱インターリスク総研 梶浦 勉 

・事故防止･事故対応のための KYTグループディスカッション ・情報交流会 
ファミリー・サポート・センター事業におけるリスクマネジメントについてのお話や、活動中の事故防止・ 
緊急対応等についてグループで話し合いました。最後に、全国のセンターや行政の方とも交流しました。 

 

１１月１５日（金）県松阪庁舎にて 
・「発達障がいへの理解と支援について」 
講師：小児心療センターあすなろ学園 山下 亨 
子どもの困っていることへの寄り添いについてと、関係機関との 
連携の重要性について学びました 

 

・3月 8日（土） 
午後：南伊勢町子育て支援センター（南伊勢町２名） 

・3月 9日（日） 
午前：玉城町役場厚生棟（度会町３名・玉城町９名） 
午後：大台町立就業改善センター（大台町６名・大紀町４名） 

全国交流集会で「リスクマネジメント」の講習を受け、子どもを預かった時や、自分の子育ての中でハッと 
したりヒヤッとした事を今後のサポートに行かせる様に話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは 

みえ子育て支援・緊急サポートネットワーク 
🌼南勢志摩地域センター 

玉 城 町 担当アドバイザー 池田千恵  地域サブリーダー 多田倫子 
度 会 町 担当アドバイザー 岩井圭子 
大 紀 町 担当アドバイザー 鬼藤千代子 
南伊勢町 担当アドバイザー 倉木紀子 

TEL＆FAX ０５９６－２３－３９３８ 
〒516-0037 伊勢市岩渕 2 丁目 3番 13 号 NPO法人 三重みなみ子どもﾈｯﾄﾜｰｸ内 

 
🌼多気郡地域センター 

大 台 町 担当アドバイザー 塩谷明美 
TEL＆FAX ０５９８－２０－２９３８ 

〒515-0043 松阪市下村町 1115 特定非営利活動法人 松阪子ども NPO ｾﾝﾀｰ内 

 

 

 

 

 

 

地域 依頼会員 提供会員 両方会員 会員数合計 活動件数 

玉城町 118  36  4  158  1069  

南伊勢町 9  15  1  25  1  

大紀町 15  19  0  34  1  

度会町 32  19  5  56  6  

大台町 49  39  8  96  10  

合計 223  128  18  369  1087  

保育施設の開始時や終了後の子どもの預かり・・・・・・・・・・５回

保育施設等までの送迎・・・・・・・・・・・・・・・・・・４００回

放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり・・・・・・・・・３３６回

学校の放課後の子どもの預かり・・・・・・・・・・・・・・・・０回 

冠婚葬祭や兄弟の学校行事の際の子どもの預かり・・・・・・・・２回 

買い物等外出の際の子どもの預かり・・・・・・・・・・・・・２４回 

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８７回 

病児・病後児の預かり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１回 

宿泊を伴う預かり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０回 

その他（早朝・夜間等の緊急時の預かりなど）・・・・・・・・１２１回 

上記に伴う保育施設、病児・病後児保育施設自宅間の送迎・・１１１回

 

主なサポートの流れ 
 

・依頼会員は登録をします。（無料） 
・アドバイザーと提供会員、依頼会員と子どもで事前打ち合
わせをします。 

・依頼会員は、センターに電話にて依頼します。 
・アドバイザーが提供会員に連絡し、確認後実施されます。 
・提供会員は、月締めで活動報告をまとめセンターまで提出
します。 
＊キャンセルの場合は、依頼会員から提供会員とセンター
に速やかに連絡してください 

＊援助依頼は原則、センターの開設時間内に受け付けます。 

子ども支援者 

 

家庭以外で、子どもの育ちを支援する人たちはたくさんいます。 

学校・幼稚園の先生や保育士、通学路で見守りをするボランティアの方たち、民生・児童委員・主任

児童委員、養護施設の職員等々。もちろん、ファミリーサポートセンターの提供会員もその中の一人

ですし、里親もその一人です。 

 先日、三重県から三重県子ども NPOサポートセンターへ委託された「里親啓発事業」の一環とし

て、松阪市と伊勢市で「里親説明会」を開催しましたが、参加した方たちは制度の説明を聞いて、里

親のハードルが低くなったと感じておられました。今までは、子どもを小さいうちから引き取って育

て上げる、いわば親のようなものと思っていたのが、週末や長期休暇の時だけの預かりもあれば、１

年間などと期限を切った預かり方もあるということで、それならば考えられるという方もいらっしゃ

いました。 

また、子育てで行き詰ったり、悩んだりするのは実子の場合も里子の場合も同じですが、今は里親

を支えるシステムが少ないので、そのようなシステム作りも必要だと思いますし、里親であることを

隠している場合もあるので、周りの方たちの理解が広がるなかで、里親であることをオープンにでき

地域の方たちで支え合えるようになることも必要だと思います。 

地域に色々な形の子ども支援者が増えるとよいですね。 

平成 26 年３月発行 

発行：大台町ファミリー・サポート・センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリーサポート提供会員の養成講座を毎年５町で順番に開催しています。26年度は大台町が会場です。 

子どもが好き、子どもと関わる活動がしたいと思っている方は、是非この機会に受講してください。 

また、子育て中の方や、お孫さんを預かっている方も、子育てに役立つ基礎知識を学んでいただけますので、 

是非お申し込みください。（※依頼会員と提供会員を兼ねることもできます） 
 

日 程 講 座 項 目 講 師 （敬 称 略） 時  間 

5／24 

（土） 

・開講式・オリエンテーション 

・提供会員の役割と心得 

・小児看護の基礎知識 

・子どもの遊び 

アドバイザー 

秋山則子：三重県子ども NPO サポートセンター副理事長 

岡田まり：㈱ジェネラス訪問看護スティーションほたるいせ管理者 

山野栄子：鈴鹿短期大学生活学科・こども学専攻特任准教授 

 9:20～ 9:30 

9:30～11:30 

12:15～15:15 

15:30～17:30 

5／25 

（日） 

・保育の心 

・身体の発達と病気 

・会則・活動記録等の説明 

堀川美子：育児支援アドバイザー 

花田 基：花田小児科院長 

アドバイザー 

10:00～12:00 

13:00～16:00 

16:00～16:30 

5／31 

（土） 

・発育と発達／障害について 
 

・子どもの栄養と食生活 

千草篤麿：高田短期大学キャリア育成学科 

介護福祉コース教授 

馬場啓子：元三重中京大学食物栄養学科教授 

9:30～12:30 
 

13:30～16:30 

6／1 

（日） 

・子どものけがの予防と応急処置 

・講座をふりかえって 

（グループで話し合い） 

富内直美：日本赤十字社三重県支部看護師 

浦中克実：大台町役場町民福祉課 

秋山則子：三重県子ども NPO サポートセンター副理事長 

9:30～12:30 

13:30～16:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
会 場：大台町子育て支援センター（健康ふれあい会館内）（TＥＬ 0598-83-3500） 
対 象 者：玉城町・度会町・南伊勢町・大紀町・大台町内および近隣市町に在住する２０歳以上の方で、 

受講後に提供会員として登録していただける方 
募 集 人 員：３０名（先着順） 
受 講 料：無料。ただし、テキスト代（２,５００円）は受講者負担となります。 

※講座日程のすべてを一度に受講できない方は、ご相談ください。 
そ の 他：託児をご希望の方は、申し込み時にご相談ください。（無料） 

今回の講習会を受講するきっかけは、10年間勤めた地元の図書館を退職して、「今までと同じように子ども

たちと関われる活動はないか」と思い始めた時に、学童保育の指導員の募集があり、応募したことを子育て

支援センターの先生にお話したことです。 

 講習会の講座の中で楽しめたものは、大学の先生に実演していただいた歌、手遊びとおひな様作りです。

少し前まで仕事でしていたことなので、ちょっぴり懐かしくもありました。 

 他の講座では、病気・障害について学びました。内容は多少難しいものもありましたが、テキストとプリ

ントを読み進めていくうちに少しずつ理解できました。 

 講習会で学んだことは、日々の少し手の離れた子育て（大学生・高校生）にも活用できる部分もあると思

いつつ、子どもたちが小さい頃に学んでいれば、もう少し違う子育てができたのではないかと思いました。 

 最後に、現在仕事が忙しくなりサポートができませんが、時間を作り様々な講習会等に参加していきたい

と思います。ありがとうございました。（大台町 提供会員Ａ・Ｓ） 

私が入会したのは休日の急な仕事の為

でした。 

しかし、依頼したのは急病でした。頭痛

がひどく動くこともシンドく育児も家事

もできず寝込んでいました。子ども達を

保育園へ連れて行けば食事などの世話を

せず休むことができ、病院へも行けます。 

ファミリーサポートで保育園への送り

迎えを依頼し安心して体を休めることが

できました。本当にありがとうございま

した。 

もしもの為に入会していてよかったと思

いました。（南伊勢町 依頼会員Ｋ・Ｊ） 

「もっと一緒に遊びたかった」我が家の娘たちも

大喜びでした。かわいい姉妹を保育園へ迎えに行

き、お母さんのお仕事が終わるまで一緒に過ごしま

した。楽しいひとときでした。援助と言っても、子

どもたち同士仲良く遊ぶので私は見守るだけ(笑) 

私は提供・依頼両方の会員です。 

急な時、近くに頼れる親族などがいないので、も

しものときの保険としてファミサポは心強い存在

です。助けてくださる方がいると思うだけで安心で

きます。 

提供会員としては、依頼会員さんのお力になりた

いと思いますし、実際の活動を親子共々楽しみにし

ています。 

これからも多くの方が入会され、町内にたくさんの

「困ったときはお互い様」の間柄が作られていくと

いいですね。（大台町 両方会員Ｊ・Ｉ） 

子どもとは、子育てとは、という事を、一から学ぶことが出来ました。 

子どもとは、よく成長し、大人のよき指導者であり、無限の可能性を

もつもの。子どもの目線に合わせ、子どもの声・話を聞き、共感する

事、そして待つことの大切さを再認識しました。 

 日赤の先生による講義では、AEDや乳児また幼児の人形を使った

救急法の実習もして頂き、万一に備えての流れも学べました。 

 又、子どもは発達段階により特徴もあるため、年齢に応じた対応、

遊び（絵本の読み聞かせ・手遊び歌など）や声掛けを具体的に教わる

ことも出来ました。 

 子育て中の一母親として、実に多くの事を改めて学び得ることが出

来、感謝致します。 

 今後、ファミリー・サポーターとして、今回学んだ事を活かして行

きたいと思います。（玉城町 両方会員Ｎ・Ｔ） 

■平成２５年５月 2５日(土)・2６日(日)・6 月１日(土)・２日(日) 

■度会町役場  ■参加者 21 名 この講座には、子育てに必要で有益なたくさんの知恵がつまっていると感じました。すぐに活動を始める予

定がなくても、特に子育て中の人にとっては、子どもを預けてでも受けて損はないどころかお得だらけの講

座です。（度会町 提供会員 H・T） 


